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天 界
第百九號　　（第十巻）　昭翻五年四月

太陽εはこんなものか ［2］

ア　ボ　ト　博　士

　西暦1920年から1927年頃までは，太陽全体が氣体で，内部の

深い奥の豊隆では，総ての原子核は殆んざ全く電離の状態にあ

る1思はれてるた・斯うしtz場合には，総ての微粒子の大きさ

が，極めて小さくなって，恰も普通の稀薄な氣体の中にある分

子ご同様な，完全な自由運動が許されるこごこなる・一体，水

の1・4倍もある季均密度の大質量でありながら，（中心あtこりで

はもつε濃厚であるこご勿論なのに）街，完全氣体ご同じ性質

を持ってるるこいふのは，實に奇異に戚ぜられる・しかしなが

ら，1920年から1927年頃までは，太陽ばかりでなく水の60000倍

も濃厚なシリウス件星でさへ此の襟な状態であるご一般に考へ

られてるだのである・

　1927年に，英國ロ1ヤノレ學曾の幹事ジ1ンス博士は，太陽や

恒星の内部の状態に關する考へについて，　新説を提唱し

た・博士は，種々の方面からの研究の結果，此等の天体の氣体

・外殼の内部は液体の核心で出來てるるご考へざるを得ないご言

ふのである．こ5に，むしろNature雑誌1928年二月號に載せられ

てある博：士自身の言を借bて，其の意見を述べるこごこしやう・
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　『惚々が現体から出來てるるこいふ意見は，牢世紀以上も學

界を支配してみすご．別れは，かの太陽エナ｛ジ1の源泉に關す

るヘノレムホノレヅの牧自説にも含まれてみるし，叉，ホ1マ1・レ

1ンのあの開柘的な研究にも含まれてみる・エムデンが，此の

問題を其の著「氣松蝉」の中で論じナこ時にも，星の中心部は普

通の氣体よりも濃厚である筈だSいふこごを知つtzけれご，し

かし，他に攣つナこ考へを殆んざ述べなかった・去る1917年に7

自分は，星の内部にある原子は極端な電難の朕態にあるこいふ

考へを登表しtこが，此の考へに照して見るご，上1こ述べtzやう

な矛盾は無くなって，総ての問題は全く新しい意味を持つこt

こなる．エデントソ氏も，其の後述べられた通り，電子や原子

核は非常に小さいものであるから，若し此等が恰かも当体の中

で飛びまわるかの微粒子のやうに働くならば，天文學上に見出

される密度こいふものは7普通の氣体ご比べて，決して高過ぎ

るEいふのは無い，

　『自分が始めて恒星内部に翻する此の意見を登表して以來，今

日まで十年の間に，エデン5ン氏や其の他の人々によって多く

の研究が行はれ把が，問題はすべて，恒星内の物質は完全氣体

9g同様な性質を持つこいふ憶説一即ち運動する微粒子は非常

に小さくて，殆んご相互に運動を妨害しないこいふ想定の下に，

星の性質を研究するものであっすZ・恒星の中心部の温度は今や

可なり正確に推算されるのであるから，高温度によって物質原

子が如何ほご破壊されるか，從って，氣体法鰯が如何に成立す

るかを知るこごは簡輩なこごである・若し原子の，原子量さへ

知れて居れば，他は知れないでも差支へは無い；100000t：の温

度は完全に水素原子を破壊するこSが出慮るが，10bOOOOOO　pt

ではウラニ〕〉ム原子を破産するこごが出來ない．エデントン氏

は普通40乃至50こいふ原子量の原子を星の内部のものこ假定し

てみるが，此の程度の原子量ならば，原子は完全に飛軒される・

しかし，若し原子量が其の五倍も大きければ，未だ或る部分は，
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破壊し切れすに，元のま、残されて，罪体法則に從はないこご

Eなる・尤も，吾人は高度に電離された原子の實効的な大きさ

を知らないので，氣体法則がざの程度まで外れるかを推算する

こごは困難であるが・

　『球体法則が取立するこいふ憶説は近頃駄目だこ立証され，殊

に其れは何こしても観測ノ）結果S合致しないこごが明らかにな

って，此の説を捨てなければならない時機は今や熟した・エデ

ントン氏S自分ごは，此の読に立脚して，恒星の光輝ご，質：量

及び直径この關係を，別々に研究して見たが，其の結果，實際

の星は皆此の説から推算するご光が弱すぎるこごが分つtこ・之

を別の言葉で言ひ換へるご，星の内部に若し氣体法則が行はれ

てるるのならば，薄々の直裡は，實際の大きさよりも，もつS

大きくなるべき筈こなる・自分がやつ把最近の雄偉に擦るど，

こうしすご理論ご事實このくひ違ひは，實に敏百倍こいふ係敷に

まで達する．エデントン氏は，全く別の材料ご，全く違つ淀假

定から出遍して，幾らか小さい係敷を算出しtzが，ごにかぐ，

凝はしい所はすべて御譲りして，大負けに負けた憶説を以って

しても，此のぐひ違ひを無くして了うこごは珍宝ない：係激は，

何こしても，少なくこも10ぐらみにはなる．

　『術ほ，自分は，近頃，星は，力學的にも熱力學的にも，或は此の

爾方面同時に考へて見ても）氣姐ご同襟の性質を持つこい．1｝、二

Sは有り得ないご立証した．先頃，エデントン，ラセル爾氏は，星

が若し球体であるならば，其の温度の上昇ご共に可なり早くS

ナ1ジ1を生じるのでなければ，結局此の星は肉筆的に不安定

であるこごを知ったが，其の後，自分はヌ此のやうな星ならば，

熟力月極からも不安定であるこごを知った・それで，斯うした

星が若し力馬煙に安定であるtこめには，ちやうざ今爆登点にあ

る爆藥のやうな性質のものであるtしなければならない・言ひ

かへれば，純粋氣体2）星は，力學的に言へば破壊さるれか，ヌ

1は，熱亭亭的に言へば爆登するか，叉は此の爾方が同時に行は
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れるこごになるのであって，其の何れになるかは，全く，温度

によるエナ1ジ1の成生の割合によるのである．しかし，實際

の星は此等の何れでもない・

　『最後に，星が氣体でないこいふ直接の証嫁は，連星によって

示される・連星こいふものは，誰にも明らかな癒り，始め一つ

の星であっナこものが，余り急速な廻縛のナこめ，安定上，分裂し

て露盤ナεのである．はつみ：車にしても，一般に固体や液体の廻

轄体にしても，皆，此の様にして分裂によるものであるが，自

分が証明し得た通り，純粋な病体は決してそんなこごはない・

氣体は牧縮や膨脹するけれご，決して分裂はしない・

　『自分が近頃登表した遥り（ロiヤノv天文糖質月報第87懇篤

400頁及び第720頁・1927年），星が君し中央部は氣体よりもむしろ

液体で，只，外部層のみ氣体であるご想像されるならば，上述

のさまざまな困難は除かれ，最も好都合に観察上の事實を説明

するこごが出選る．斯ういふ風に，中央部を一種の液体ご想像

して見るご，其の原子は完全に分裂しないで，電子の一二輪又

は三輪までも保有するtzめに，其の結果ごして，此れが衿下法

則を守ってみる場合よりも凡そ40倍の能力を表はすこεこな

る・斯うして氣体法則から著しく外れてみるがために，結局，

星の力學的安定を保ち，中央部は殆んご液体に等しくて，堅固

な，不牧縮的な土壷を形成し，其の上暦に，氣体が安全に存在

するこごこなる・そして，星から登生するエナージーは，恰も

放射能的なもので，從って，殆んご温度や密度の影響を受けな

いこごこなる，

　『……原子の原子量や原子番號が知れないでは，軍に理論だけ

で，絶封値を定めるこSは出家ない・自分の考へでは．原子番

號を凡そ94こするご・…・…・…齪測上の事實ご一致する．之れよ

り小さい馬丁の原子では電子を失ふ温度が余bに低過ぎ，叉，

大きい番號の原子は，電子を，余り強く保有し過ぎてみる．故

に，些々の中央液体部の，主な質：量は，言は冒一種の「超放射
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能的」原子から出來て居るのであって，其の原：子番號は，かの

うヂウム（88）や，ウラニウム（92）のやうな，動画の放射能元素よ

り少しく大きい・それで，吾々は，圖らすもニウトンの考へに

習ひ，星は特別な「登光」物質から成り，此の「登光」物質ご

は吾が地上の「雫登光」放射能物質の親であって，其れに次ぐ

複離性のこのであるご考へざるを得ない・』

　ジ1ンス博士は，太陽や恒星の内部の可なりの部分が，ウラ

ニウムより大きい原子量の化學元素から出馬て居b，温度は幾

千萬度Sいふ程度であるご考へて居る・斯うしtこ墓礎の上に，

氣体の外部層があるのであるが」其の温度でさへ，各原子が結：

合して分子こなるには爾ほ高過ぎ，其れのみならす，陽核Le電

子ご結合して原子になるこごさへ許さないほざのものである．

又，各原子の中心核や電子は飛黒しまはるうちに，盛んに衝突

するものであるから駆力は大きくなるが，只，最も外部の層で

は此の大塵力も清え失せ，途に，更に最も土暦の，高い所でば

極めて輕少な墜力こなるナこめ，此所で，かのコロナやプロミネ

ンスなざの美観が見えるのである・

　太陽の内部から外部へ熱が傳はるのは，甥流か，ヌは，輻射

によるのである・質流ごは帥ち，飛んでみる微粒子が相互に衝

突して熱を傳へるのであるから，此等の微粒子一つ区々は，言

は㍉一滴々々の熱量を，太陽の高温部から低温部に邊る小さ

い桶のやうに考へて好いわけである・輻射Sは，至る所に於い

て輻射線の波を起するこいふ方法であって，此の波は次ぎ亭々

の場所で吸牧され，三って，エナ1ジ1が所々に傳はって行く

のである．

　殆んご完全な輻射体の理論ご概察Eに糠れば，此の場合の輻

射エナiジ1の波長は，如何なる温度の源泉からでも，常に，

最長波から最短波まであらゆる波長を含むものである・しかし。

輻射の最大エナ1ジ1を持つ波長は源泉の温度に比例して短縮

する，故に，太陽の中央部の温度ご思はれる殆ん～ご50000000度．
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の高温では，最大輻射エナiジ1の波長は　眼に見える口光の

凡そ10000分の一，即ち愈々0・5オンダストv｝ムこなる・晦れ

は硬性のX線ご同程度である．

　此のやうな輻射線は，甚だしく電雄氣体に吸牧されるもので

あって．恐らく二三センチメiトノレ位の間に，完全に消滅する．

故に，太陽の内部から外部へ熱が傳はるには大浦な妨げに出合

ふわけであって，從って，之れは極めて徐々だるものである．

それでも，中部暦や外部暦は完桑滋藤である・ごにかく，中央

の最高温部から出る輻射線は，僅々二三センチの間を通過して

僅か低温の部まで進む時津に全ぐ吸牧され，同時に熱を生じる．

此の新しい部分から出る新輻射線は，逆行して元の熱源の方へ

進むけれご，覚れは，幾分か低温の部分から高温部へ途られる

’熟であるが故に，高温部から離する熱よりも幾らか少ない．故

9，結局，最高温部は，極めて少しつつではあるが，交換によ

ってエナ1ジiを失S、こSこなる．しかし，上に記した通り，エ

ナ1ジ1を吸盤した部分からはう輻射は逆行も前進もするので

あるから，やはり，次ぎの御隣りの層よbも幾らか高温である

泥め，交換によって，同様，にエナ1ジ1を失ふこごこなる・斯

やうな倉敷の輻射交換を漸次績けるこごによって，エナ1ジ1

は途に太陽の表面に蓮する・しかし，此所には，交換が始まつ

すZ場所よりもズツご低温の氣体があるので，此の氣体は廣い室

欄へ自由に輻射し，其の波長は，紫外線から，文七線及び赤外

線を含むこごこなる．

　吾々が太陽の内部を考へる場合には，普通の地上の實験室内

で極めて小さい一種の力のこごを忘れてはならない．即ち遅れ

太は輻射によって起る智力の事である．此のカは絶封温度の四

毒乗に比例して増すものであるから，何百萬度に至る温度に於て

は陽内部の中位暦に於て既に其の上に積み重なってみる同体の

：重力を支へる程の大きいカこなる・吾々が現に観察し得る現象

の一つこして，写れがプロミネンスご或る關係を持ってるるの
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　は更にfAijほ興味深いこSである・此の点に就て此の神力の働

　きを駆動するためには，原子の構造に關する輻射や吸牧の理論

　へ幾らか論を進めなければならない．

　　今まで吾々は只，原子からイオンの取り去られるこS，帥ち

　電離のこごのみを話しtこのであるが，しかし，爾，此の外に，原

　子の内部では電子が場所を愛するSいふこSが診せられる・之

　れが所謂「興奮」excitationご呼ばれるもので，自IJち黙れは電

　氣轍叉は熱の刺激によって起されるものである・常態から

　excitedの状態へ原子が移る場合には，原子はエナ1ジ1を吸牧

　するものであるし，又，離れが元の常態に駆る場合には，同量の

　＝．ナ1ジ1を登射するものである・斯うして，取り入れたり登

　散しtzりするエナ1ジ1の：量はチsンご定つた：分量：であって，

　若し此の場合，形態の膨化に必要な或る最小量よりも少ないエ

　ナ1ジ1しか與へられないならば，原子は憂化｛ない・最も簡

輩な水素でさへ，二十種類以上も違った興奮状態を取るこごが

　出摩るのであるから，もつご原子量の大きい複雑な原子は，幾

百種類も違つだ状態を取り得るわけである・

　原子が逸る状態から，エナ1ジ1の少ない他の状態に移る時

には，一般に輻射エナ1ジ1の登射を件なふものであって，此

の輻射は，此の特別な鍵移を特徴づけるやうな一一一定のスペクト

ノン線によって起る・ヌ，之れに反して，獣態の憂化ご共にエナ

　1ジ1を採り入れる場合には，同じスペクトノレ線の範園内に於

　て，輻射が吸牧される．此等の憂事の理論は，僅か敷年前に

は，諸原子のスペクトノンに過て，全く解く望みの無い混臨の謎

　ご患はれてるtこものを途に謳いすご．

　吾々は，分光地上の最近の著しい進歩の中に含まれてみる複

雑な敷理を，此の書のやうな初歩の書物で，明快に説明するこ

　ごが出職ないので，只，こ＼には，軍に獲られtz幾つかの結果

　ご，太陽のスペクトノレ研究への其れ等の懸用について述べるだ

けで満足を願はねばならない．
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　一つ卑近な例によって，現象の大体は了解されるだろう・こ

こに，小山の急坂に一魂の樹が植えられてあるこしやう・そし

て，幾入かの児童が，樹一本つつに，地面から上の方へ，凡そ

同じ間隔を置いて枝に止ってみるこしやう兄董は皆各々一つづ
　ホ　ル
つ球を持ってるて，其れを近所にある樹の其れ粛々の枝に縛り

つけてある籠の中へ任意に投げ入れるこごが出來る・しがし，

自身よb上の方へ球を投げ上げるためには，何こかして特別な

力を與へられなければならない・するご，すぐ：分る通ゆ，樹の

：最も上位に居る兇童は，球を近斯のこの樹の籠へでも揺り落す

こごは出來る，しかし，最も下手の樹の最下位にみる冤童は，

特に球を上へ投げ上げる大力を與へられなければ，す尋常に球

をジッご保持してみるだけで，ほかにやり様が無いわけである・

中程の樹の，中程の所にみる見童は，近所の樹のざの籠へでも

球を投げ上げたり揺り落したbするこごは出來る・この樹にみ

る亮童でも，特別なカさへ持って居れば，球を上に投げ上げる

こごはいノらでも出与るのだが，ごにかく，掘り落すにも投げ

上げるにも，其の元京の高さの違ひによる動作の違ひによって

いろ鼠戸の程度の＝ナ1ジ1が必要なこごは言3、までもない

　此の例が，ほゴスペクトル線の吸牧や輻射に敵する多くの化

學原子の「状態」の理論に封して，翻るご濫行、・高さの少しの

蓮ひごは，赤外スペク1・ノン線の場合に必要なエナ1ジ1に當る

のであるし，中加減の違ひは可視スペクトノン線の場合に當り，又・

高さの大きい違ひごいふのは紫外スペクトノレ線の応益に継る・

氣体の紫外スペクトノンを顧る場合には，赤外スペクトノンに比べ

て強烈な　　　exci　tationが必要であるが，上述の例で兇童アこ

ちにい芦々〃な場合があるのこ同檬に，此の場合にも，使用し

得るエナージー電位の大小に慮じて・露光にも吸牧にも種々の

スペクトノレ線があるのである．

　ナトソウムを例にごるならば，プンぜン焔のやうな微弱な

鴫X（漁tiOh　の場合にはジ只，黄いろい二つのD線だけが可
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なりの強さで得られるのであるが，之れは恰も最も下位にある

只二本の樹にみる兇童の場合に遡る・しかし，若し，電領導な

ごで，凡そ2000度叉は其れ以上まで温度を高めれば，ナFソウ

ム厘子は更にもつSいろ々々の現象を呈するのであって，庵れ

は恰も第三本目の樹に居る兜童ナこちが，揺り落しtこり投げ上げ

t3　bする機會をもつv：多く持つのこ同様である・又，凡そ3500

度の温皮を持つ電孤の場合ならば第四の樹にみる見童のやうに

爾此の上にいろ々々新しい可能性を示すだらうし，次ぎに，ま

だもつご高温の電氣閃光の場合は，同檬に，もつご上の方の児

童の場合ご同じであらう・

今1930年を紀念する古人

　今1930年に紀念すべき壷掘史上の人々を霜げて見るご一

ケプラ竈J・Kepler・（1571－1630）　近世天文學の開組，遊星運

　行法則の登見者こして，ケプラ1は學史上の重要な人傑であ

　る・彼は今から300年前の1630年11．月15日に死んだ・此の入の

　詳樽は近々に本誌へ載せる筈．

バ1口l　Isaa．c：Barrow　（1630年生一1677年死）　　英國ケンブ

　yツチ大學の敷學天文學の激授で，トソニチイ學院の長Sな

　り，かの宇宙の引力の登見者ニウトンを敷へた入であb，叉

　當時の大宗敷學者であっtこ．

プリウムThomas　Plume（1630年生一1704年死）　グリニチ天

　：文豪長フラムスチ1ドに薦められてハイゲンスの著書「宇宙

　論」Cosmotheorosを護み，大に澄する所あb，途にケンプヲ

　チ大學に資金を寄附して大学天文毫を建設せしめ，荷ほ，

　天文學ご物理學Sを砂潜する講座を創設せしめた人である・

　此の講座は「プリウム講座」S言ひ，コ1ツ　R・Cotesが最

　初此の罐任激授こなったが，現今はエデントンA・S・：Edding


